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Housing improvements are crucial for senior to maintain their usual daily life. Given that 
their life styles change after house adaptation, we take housing adaptation for the senior 
residents as the action to achieve favorable environment they wish to live in. The purpose 
of this study is to clarify the execution steps of the housing adaptation with the multi-
disciplinary collaboration. 
In this study, we interviewed two nonprofit organizations (NPO) which support senior 
people to improve their house condition. These NPOs have different stances to housing 
adaptation and the initiative position of architects or therapists also differs. 
Hence, NPOs approach housing adaptation differently, they both aim to contribute to enrich 
senior resident’s lives.  
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1. 研究背景と目的

 平成 30 年度高齢者の住宅と生活環境に関する調査結

果 1)によると,身体が弱体化したときに住みたい住宅と

して，過半数が現在の住宅と回答している.つまり,高齢

になっても住み慣れた自宅で生活したい人は多く,よっ

てそれを可能にする住宅改修に注目する. 

 高齢者が居住する住宅の改修については,国の介護保

険制度に補助制度が設けられており,ケアマネージャー

の進行によるものが多い.しかしながら,ケアマネージャ

ー主導の改修では改修ニーズの引き出しや項目の検討に

限界があり,施工業者との連携がうまくいかないといっ

た問題が生じる.ケアマネージャー等の福祉の専門家の

みならず,建築や医療,リハビリテーションなどの多分野

の専門家による協働が叫ばれている. 

 ここで,住宅改修に伴って高齢者やその家族の生活を

変化させることを考えれば,高齢者を含む生活者が,「求

めた生活環境を獲得できること」が重要ではないかとい

う視座に立ち,高齢者住宅の改修を,「高齢者が求めた生

活環境を獲得するための行為」であるととらえる.本研究

の目的は,高齢者が居住する住宅の改修は多職種連携に

よってどのように行われるのか,その工程を明らかにす

ることである. 

 ここでの工程とは長谷川(2015)2)(文献 1)による改修

の過程をさらに細分化したものであり,計画・設計に際し

て行う段階的な思案や,対象者との関わり方,および各専

門家の役割・関与の仕方を指す. 

2. 既往研究の整理と研究の位置づけ

 金井・富樫(2003)3)によれば「住宅改造とは環境を身体

機能に適合させ,生活自体を改善していくプロセス」であ

り,住宅改造の目的は「自立支援・介護負担の軽減・介護

予防」の 3 点とされる.次に,文献 1 によれば,改修の結

果と目的は,個人に帰着する効果と社会的効果に大分さ
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れ,๓者はさらに対象者のための改修目的と介護者・家族

のための改修目的に分けられる. 

 ᪤ 研究において,高齢者が居住する住宅の改修のホ

౯に関するものは,身体的効果について身体的負Ⲵの軽

減,自ຊ行為のቑຍ 4),ADL・IADL のྥୖ 5),要介護度の改

善 6)に着目したもの,および⢭神的効果 4)や介護者負担の

軽減,医療㈝の軽減 7)8)をホ౯するものがᏑ在する.また,

改修プロセスとその結果についての᪤ 研究は,ケアマ

ネージャーの役割や専門職㛫の連携について問うもの 9)

や自἞体の補助制度に関するもの 10)がみられる.す野ら

(2014)13)は,回᚟ᮇリハビリテーション⑓院㏥院ᝈ者に

対し㏥院๓から行われる住宅改修のプロセスについてᢅ

っている.ここではリハビリテーションの専門家を୰ᚰ

として,その検討過程やそれによってᐇ現された改修ෆ

ᐜについて研究している.しかし,建築士やリハビリテー

ションの専門家がᐦに関わる多職種連携による改修を行

うሙ合において,そのᐇ施ᡭἲ,対象者との関わり方やそ

の効果に関するㄽ文は⟶ぢの限りではぢᙜたらない(⾲

1). 

 

⾲ 1 既往研究の整理 

パラメータ 身体的効果 精神的効果 介護負担

既往研究

佐々木ほか
(2006)
粟津原ほか
(2005)
横塚ほか(2010)

佐々木ほか(2006)
西野ほか
(2007)

パラメータ 医療費
各種専門家の役
割・連携

補助制度

既往研究
西野ほか(2008)
植田ほか(2004)

金井(2002)
山中ほか
(2006)

パラメータ 改修の検討過程と実装の効果

既往研究 西野ほか(2014)
 

 

 改修の๓ᚋで生活が変化することを考えれば,その変

化,つまり改修そのものに着目す࡭きであり,高齢者が求

めた生活環境を得るためにはどのように改修が行われる

きかをㄽじるᚲ要がある.よって࡭ 1)改修工程を明らか

にすることは重要であり,さらに 2)住宅が改修に伴って

変化したことでもたらされたఱらかの効果ではなく,改

修のᐇ行過程に着目する点に新つᛶがある.また,3)高齢

者が居住する住宅の改修にᙜたり,多職種連携による改

修において,どのような工程で改修が行われるのかを明

らかにする.これにより,高齢になっても住み慣れた自宅

で㇏かな生活を㏦れるための効果的なᡭἲ,㓄៖஦項等

を得る. 

3. 研究᪉ἲ 

3.1. ᑐ㇟ 

3.1.1 ㄪᰝᑐ㇟ 

 国ᅵ஺㏻┬の H22 年度高齢者等居住Ᏻᐃ化᥎進஦業,

および H23年度高齢者・㞀ᐖ者・Ꮚ⫱てୡᖏ居住Ᏻᐃ化

᥎進஦業において,ケア連携ᆺࣂリアࣇリー体制ᩚഛ஦

業㒊門に᥇ᢥされたᅋ体のෆ,そのሗ࿌᭩(文献 1)で,≉

に建築士とリハビリテーションの専門家の連携について

≉にඛ㥑的なྲྀり⤌みを行っているᅋ体として 4ᅋ体が

ᥖ㍕されている.これらのᅋ体はいずれも多職種連携に

よる住宅改修を行っており,その୰から関すにᣐ点を⨨

く 2ᅋ体(NPOἲ人)(⾲ 2)を対象とした. 

 

⾲ 2 ㄪᰝᑐ㇟の NPOἲேのᴫせ 

NPO法人まち・すまいづく
り(以下,まち・すまいづく
り)

NPO法人福祉医療建築の連携によ
る住居改善研究会(以下,福医建研究
会)

町づくり,住まい・暮らしづ
くり活動を通して、地域社
会および地域経済の活性化
に寄与することを目的に活
動するNPO法人である.年
10回程度の「住まいと暮ら
しの相談会」を実施してお
り,種類を問わず建築相談
や,一級建築士事務所では設
計,監理を行っている.建築
士,弁護士,税理士,理学療法
士等が参加している.

各分野の専門家が連携して住居改善
についての活動ならびに関連する活
動に取り組むことにより、多くの人
たちの福祉の増進に寄与することを
目的としたNPO法人である.実践事
業部である「快居の会」にて建築士
や作業療法士を含む専門家による住
居改善の相談やアドバイス,住居改
善に関する設計監理等を行ってい
る.自治体や住宅介護支援センター
の職員、福祉機器関連会社、住宅
メーカー、建築事務所、施工業者、
大学の建築系・住宅系・保健系・公
衆衛生系の研究者などで組織され
る.

 

 

3.1.2 ᑐ㇟とするᑓ㛛ᐙの⠊ᅖ 

 本研究で主║とする多職種連携に関わる専門家は,NPO

ἲ人にᒓする専門家,および,NPO ἲ人がእ㒊機関と連携

するሙ合に協ຊした専門家を指し,建築士,および⌮学療

ἲ士(௨ୗ PT),స業療ἲ士(௨ୗ OT)を含むリハビリテー

ションの専門家とする.ここで,施工者は対象እとする.

なࡐなら,౛えば対象者・その家族が「▱り合いの施工業

者に㢗みたい」,などの要ᮃをᣢっているሙ合があり,඲

てのሙ合において≉ᐃの NPOが≉ᐃの施工業者との連携
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をすると限らないためである.ᑦ,ケアマネージャーを含

まない. 

3.2. ㄽド᪉ἲ 

 まず,多職種連携による改修のᐇ⦼を᭷する NPO ἲ人

を行い,ᐇ際の改修におけるㄢ題やᡭἲ,対ࢢアリンࣄ࡬

象者の生活要求のᐇែを調査する.次に,文献 1から多職

種連携による改修の஦౛をཧ↷し,その工程と各段階に

おける専門家の役割をᢳ出する.௨ୖ 2点より,高齢者が

居住する住宅の改修工程を導出する(ᅗ 1). 

 

 

3.3. ㄪᰝ᪉ἲ 

 ㄪᰝのᴫせࢢࣥࣜ࢔ࣄ 3.3.1

 大㜰をᣐ点とする 2 つの NPO ἲ人に対し,ࣄアリンࢢ

調査をᐇ施した.まず,福医建研究会に対し,対象者・その

家族がᣢつ改修ニーズや,ᐇ際の改修に際してのㄢ題,改

修ᚋに生じるニーズについて⪺きྲྀりを行った.次に,そ

れを㋃まえたうえで,改修ᡭἲについての調査をまち・す

まい࡙くりに対して行った.ニーズのᢳ出や設計のᡭἲ,

および改修඲体のὶれについての⪺きྲྀりをᐇ施した

(⾲ 3).ともに 1᫬㛫程度の調査であった. 

 

 ㄪᰝの᪥程ࢢࣥࣜ࢔ࣄ 3 ⾲

஄体໌ ௒ࠬೖ࣎
福医建研究会 2021年10݆�1ೖ
まち・すまいづくり 2021年11݆2�ೖ  
 

3.3.2 ᩥ⊩ㄪᰝのᴫせ 

 多職種連携による改修における各専門家の改修࡬の関

与を明らかにするために,文献 1にᥖ㍕された஦౛から,

リハビリテーションの専門家と建築士が連携する住宅改

修支援ᅋ体の改修についてその過程をᩚ⌮した.高齢者

住宅の改修஦౛඲ 24௳から,それࡒれ改修過程の出᮶஦

および関ಀ者,ෆᐜをᢳ出し,᫬⣔ิで᭩き出した. 

4. ⤖果 

4.1. 改修工程 

 まち・すまい࡙くりに対するࣄアリンࢢ調査では,୍㈏

して介護環境の⥅⥆に↔点がᙜてられており,介護者の

負担軽減を重視していた.そのため,改修ᚋにおいても介

護保険制度等の社会システ࣒にṇしくアࢡセスできるよ

う指導を行っていた(⾲ 4) 

 現ᆅ調査においては,現在およびᑗ᮶の対象者の身体

≧ែを㚷みたうえで,主に家族(᪥ᖖ的な介護を行う者)

のពぢ,⥆いて対象者本人の要ᮃの㡰に重み࡙けを行っ

ていることが分かった.また,改修項目࡬の཯ᫎに際して,

建築士の⣲案をᇶに PT が本人の身体≧ἣや⑓Ẽ・㞀ᐖ

の進行などから検討をຍえていた.さらに予⟬,住宅環境

にᇶ࡙く要ᮃのᐇ現可能ᛶについて建築士が検討を行っ

ていた. 

 

 による改修の工程ࡾࡃづ࠸ࡲす࣭ࡕࡲ4 ⾲

工程 ಼༲�専門家の関与 ஥目ྂߡ�すること

ๅ߁ 機関ࢶによる߁ๅ
相談઎をஎらずにアέセス
で͘ない人にϨーοさͦる

地௒ࠬݳ
住宅ڧ؂,གྷ๮,身体য়
の೼Ѵ(建築士,P7)ڱ

およびগཔ,ڧの居住؂ࡑݳ
的なร化の༩଎

改修ોҌを作੔(建築
士)
実行Ն೵性の൓இ

介護ڧ؂のܩକ�家ଔ(介護
者)のқݡが大事
༩ࢋから༑઎ॳҒをつ͜る

P7が改修ોҌに
οΥρέを೘れ
る.(P7)

のබয়・্֒の進行,身ࡑݳ
体য়ڱに߻わͦた改修಼༲
とする

設計
以৏をخにϕランを作
੔(建築士)

༩ࢋ,住宅ڧ؂等のঀড়݇を
ྂߡ

工事
඲Ճ (建築士,P7)

ϓΧϫーアρ
ϕ

生活を支͓る社会εス
τϞ(εϥーφスτイ
のཤ༽など)をਜ਼しく
͓࢘るよ͑にࢨ಍.

検討・಼༲の
݀ఈ

 

 

 ⾲ 5,⾲ 6に文献 1にᥖ㍕されている,まち・すまい࡙

くりによる改修஦౛ 23 を♧す.要支援 1 の対象者(⏨ᛶ

79 ṓ)とそのጔが,ፉኵ፬と近居をጞめるための㌿居に

伴う改修である.ここでは対象者ኵ፬とはᙜ᫬の住まい

にて㠃ㄯを行っているが,主な┦ㄯ者はፉኵ፬であり,プ

ࣛン検討はፉኵ፬と行い,PT と建築士がึめから検討に

ཧ画している.建築士が進行の主体となって,改修⣲案を

స成したᚋ,それに対し PTが助ゝすることでෆᐜをỴᐃ

する. 

 本஦౛では,ᑗ᮶的な㌴᳔Ꮚ౑⏝のほ点から,㌴᳔Ꮚに

対ᛂしたᐷᐊの㛤ཱྀ㒊ᖜဨのᣑᙇ,Ὑ㠃⬺⾰ᡤのス࣌ー 

ᅗ 1 研究のᵓᡂ 

改修の工程 

ձNPOἲ人࡬のࣄアリンࢢ
調査 
<得られるࢹーࢱ> 
ᐇ際の改修におけるㄢ題や
ᡭἲ,対象者の生活要求の
ᐇែ 

ղ文献調査 
<得られるࢹーࢱ> 
多職種連携による改修の஦
౛の工程と,各段階におけ
る専門家の役割 
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స☜ㄆ,改修ෆᐜの検討,Ỵᐃ,設計,工஦,ホ౯といった

工程であった. 

 ここで,「┦ㄯ」「改修ࢥンセプࢺのస成」「現ᆅ調査」

「アセス࣓ンࢺ」「検討,ෆᐜのỴᐃ」「ືస☜ㄆ等」「設

計」「工஦」「ホ౯」の㡰に工程が進む஦౛として஦౛

17(⾲ 8,⾲ 9)をྲྀりୖࡆる.要支援 1の対象者(⏨ᛶ 83

ṓ)とጔの2人ୡᖏのᮌ造ᣢ家の改修であり,大ᮾᕷの PT

が福医建研究会による現ᆅ調査௨๓に対象者本人と㠃ㄯ

を行うことからጞまる.㠃ㄯにてᢕᥱしたෆᐜとࢥンセ

プࢺを建築士にఏえ,現ᆅ調査にて建築士およびᕷの PT

が対象者およびその家族と☜ㄆをྲྀりながら,ල体的な

改修ෆᐜをỴᐃしていく.ྠ᫬に NPOの OTによりアセス

࣓ンࢺを行う.また,ここでは建築士がࣘニࣂࢺࢵス࣓ー

࢝ーにゼ問しその仕ᵝを☜ㄆしている.このようにᚲ要

にᛂじてシ࣑ࣗࣞーションによるືస☜ㄆや福祉⏝ල等

設ഛの☜ㄆを行う.そのᚋ,設計を行い,施工⟶⌮に関わ

る.᏶஢検査(ホ౯)をもって⤊஢となる. 

 

⾲ 8 ⚟་ᘓ研究఍による改修஦౛(஦౛ 17) 

専門家 ඍߡ

相談 ຌ人と໚談 のP7ࢤ
$'/等の೼Ѵ
αンセϕφ検討

のO7ࢤ

໚談でಚた৚ๅをخにαン
セϕφを作੔.
ͨのޛ,ຌ人の$'/,およびα
ンセϕφを建築士にεΥア

NPOのO7

動作֮೟
等

Ϥωρφバス
メーカーを๜
問

建築士 バϨアϓϨー༹࢕を֮೟

建築士
৏ىをಁま͓て改修಼༲の
৆ࡋ検討・݀ఈとϕラン作
੔
घすりのҒ஖等について動
作֮೟の下で設஖

NPOのO7

ଲে者・࠼と֮೟を取りな
がら,۫体的に改修಼༲を݀
ఈ

設計

工事

඲Ճ

工程

改修αンセϕφの作੔

地௒ࠬݳ

アセスメンφ
検討・಼༲の݀ఈ

建築士
のP7ࢤ

 

 

 ここでは PT がస成したࢥンセプࢺに対し,建築家が 2

階࣍ーࣝのᗋ高さの変᭦や,⋞関࡬の段ᕪゎᾘ機設⨨の

可能ᛶ,ᑗ᮶の介護にඛ立ってᐷᐊをὒᐊにすることな

どがᥦ案されたが,それࡒれ予⟬や身体≧ἣ,本人のᕼᮃ

によりᐇ現していない.よって改修ෆᐜはᴫࡡ PTのస成

したࢥンセプࢺの㏻りとなったが,多職種が関与するこ

とで,対象者がྲྀれる改修ෆᐜの㑅ᢥ⫥がቑえることが

分かる. 

 ᑦ,ᇶ本的に NPO ἲ人が行う改修プロセスにケアマネ

ージャーの関与はなく,介護保険制度の補助金⏦ㄳ等の

ためにึ回ゼ問にྠᖍする程度であったが(஦౛ 13, 

17,18,19,21),⛥にケアマネージャーからアド࢖ࣂスを

適ᐅཷけていた஦౛もᏑ在した(஦౛ 20). 

 

⾲ 9஦౛ 17に࠾ける改修ෆᐜのᴫせと࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ 

৖所 ಼༲
৺࣪ ϙーϩとのஊࠫմভ
ส所 1֌ϙーϩとのஊࠫմভ,2֌ஊࠫܲݰ

ཌྷ࣪
घすりの設஖,Ϥωρφバス化,ஊࠫմভ,また͙
߶さのఁいཌྷ૩のรߍ

જ໚・୦ҧ࣪ ஊࠫմভ,൸をӀ͘ރにรߍ

ৱಌ・ୈ所 ࿪࣪とのஊࠫմভ

࿕下 ࿪࣪とのஊࠫմভ,2֌ϙーϩ΃のघすりの設஖

֌ஊ घすりの設஖
関ݲ घすりの設஖,ஊࠫմভ
関から઴໚ಕ࿑まݲ
でのアϕϫーο

घすりの設஖

ͨのଠ ঴Φϋ改修工事જ໚ୈの取଺͓

地௒ࠬ(ॵ回)ݳ +22.12.�
設計 +22.12.0��+2�.02.08
工事 +2�.02.0��+2�.02.22
඲Ճ +2�.02຦

スίζϣーϩ

改修಼༲

 

 

4.2. ᑓ㛛ᐙの㛵୚ 

 文献調査による,改修に関与した専門家の役割のෆヂ

を⾲ 10 に♧す.ここでは≉に建築士とリハビリテーシ

ョンの専門家について,役割について明グされている஦

᯶と,工程の୰にグ㏙されている஦᯶を合わせたもので

ある. 

 建築士とリハビリテーションの専門家はともに,対象

者の各種≧ἣᢕᥱ,および,改修ෆᐜの検討に関わってい

ることが分かる.設計に関しては建築士にጤࡡられるこ

とも☜ㄆできる. 

4.3. ィ⏬に㛵するㄢ㢟 

 福医建研究会࡬のࣄアリンࢢ調査によって,改修の┦

ㄯにあたっては対象者の現在の生活ᵝᘧの⥔ᣢをᛕ㢌に,

対象者の生活の㉁のྥୖに着目していることが分かった.

また,対象者本人の生活ニーズは࿘ᅖの人ࠎによるᙳ㡪

によってṍࢇでしまい,改修に཯ᫎされないことがしば

しばⓎ生し,ㄝ得やᥦ案によって回㑊していることが明

らかになった.この࿘ᅖの人ࠎによるᙳ㡪は 4種㢮に体 

による改修஦౛(஦౛ࡾࡃづ࠸ࡲす࣭ࡕࡲ5 ⾲ 23) 

専門家

ॵ回๜問 ໊෋෌と໚談

ଲে者と
໚談

ଲে者෋෌の౲࣎
の住まいにて໚談

改修ોҌ
の作੔

建築士

P7によ
るοΥρ
έ

P7

建築士

建築士
P7

඲Ճ

ඍߡ

改修のોҌを作੔し,これをخに設計
を進Όていく.
建築士が作੔した改修ોҌにଲし,ଲ
ে者の身体য়ڱについての助ݶを行
͑
ϕランの作੔

地௒ݳ
ࠬ

建築士
P7

གྷ๮や住宅ڧ؂,
居住ڧ؂,身体য়
を೼Ѵڱ

検討・
಼༲の
݀ఈ

設計
工事

工程

 

⾲ 6஦౛ 23に࠾ける改修ෆᐜのᴫせと࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ 

৖所 ಼༲

৺࣪ ৱಌ・ୈ所との֋޳部֨෱,༺࣪にรߍ

ส所
ส所と一体化したજ໚・୦ҧ࣪の設஖,ส所Ғ஖
のร࠴,ߍ໚߶さのรߍ,घすりの設஖,Ӏ͘ރの設
஖

ཌྷ࣪
ཌྷ࣪Ғ஖のรߍ,घすりの設஖,Ϥωρφバス化,ま
た͙߶さのఁいཌྷ૩にรߍ

જ໚・୦ҧ࣪
ส所と一体化したજ໚・୦ҧ࣪の設஖,ऄҞࢢଲ
Ԣのજ໚ୈ設஖,೘޳の֋޳෱員֮保

ৱಌ・ୈ所
ৱಌ・ୈ所のҒ஖のรߍ,ऄҞࢢଲԢのླྀしୈ設
஖,ஊࠫմভ,ϝωΫροンにรߍ

֌ஊ
घすりのรߍ,ཅり৖の設஖とޱഓ؉࿪,फ೴機೵
の෉与

関ݲ ஊࠫմভ
関から઴໚ಕ࿑ݲ
までのアϕϫーο

ϛーοをୂޛして֌ஊを設஖,ݲ関をୂޛしてஊ
ࠫմভ機を設஖

ͨのଠ ଳਔ補ک工事

地௒ࠬ(ॵ回)ݳ +2�.8.1

設計(設計ܘ༁) +2�.11.1�

工事 +24.01.06�+24.02.20

඲Ճ +24.2.20

スίζϣーϩ

改修಼༲

 

 

ス☜保,体᱁に合わせた౽ᡤの座㠃高さのỴᐃなどの対

ᛂを行っている.これらは PT の視点によるもので,身体

≧ἣ࡬の細かな対ᛂである.また,⋞関から๓㠃㐨㊰まで

のアプローࢳでは,ス࣌ースの㒔合ୖスロープ設⨨がᅔ

㞴であるとุ᩿したため,⋞関をᚋ㏥させて段ᕪゎᾘ機

を設けている.建築士による住宅の≀⌮的環境に対ᛂし

た改修ෆᐜの㑅ᢥであるとゝえる. 

 また,検討が長ᮇ㛫೵⁫することもあり,஦౛ 22 では

福祉改修とྠ᫬に行った⪏㟈改修に伴う調査に᫬㛫がか

かっていた.஦౛ 24では対象者家族の᝿ᐃ予⟬を大ᖜに

㉸える改修計画となったため୍᫬೵⁫した.対象者家族

が NPO ἲ人に┦ㄯする๓に工ົᗑに問い合わせており,

工ົᗑのヨ⟬㢠を᝿ᐃしていたためである. 

 次に,⾲ 7 に福医建研究会による改修の工程を♧す.

஦౛ 15 のみ,௚と大きく␗なる工程であったため,⾲୰

には含めていない.ᘏ࡭௳数 5௨ୖの工程をᢳ出すると,

「┦ㄯ」「改修ࢥンセプࢺのస成」「現ᆅ調査」「アセス࣓

ンࢺ」「検討,ෆᐜのỴᐃ」「ືస☜ㄆ等」「設計」「工஦」

「ホ౯」の㡰に工程が進むことが☜ㄆできる.ᚲ要にᛂじ

て施工業者ㄝ明会をᐇ施している.また,大㜰ᗓ大ᮾᕷの

リハビリテーションの専門家(௨ୗ,ᕷのリハビリテーシ

ョンの専門家)と協働するスࣝ࢖ࢱをྲྀっており,᭱ึの 

 

⾲ 7⚟་ᘓ研究఍による改修の工程 

工程 ಼༲�専門家の関与 ஥目ྂߡ�すること
事ྭ൬11)ߺf21
たͫし1�をঈ
く)

බӅのୂӅ઴カンϓΟϪン
スに参加(ࢤのϨύϑϨτー
εϥンの専門家)

12 1

໚談により身体য়ڱの֮೟,
གྷ๮を௎取する(ࢤのϨύϑ
Ϩτーεϥンの専門家)

11,12,1�,14,16,
1�,18,1�,20,21

10

改修αンセ
ϕφの作੔

相談の಼༲をخにαンセϕ
φを作੔する(ࢤのϨύϑϨ
τーεϥンの専門家)

11,12,1�,14,16,
1�,18,1�,20,21

地௒ࠬݳ
住宅ڧ؂,གྷ๮の֮೟(建築
士,ࢤのϨύϑϨτーεϥン
の専門家)

一ೖの中でௗくい
る৖所,住宅の中の
な৖所など生͘޹
活の৆ࡋをซ͘ड़
す.

11,12,1�,14,16,
1�,18,1�,20,21

アセスメン
φ

(NPOのϨύϑϨτーεϥン
の専門家)
のϨύϑϨτーεϥンのࢤ)
専門家が関わること΍ある)

11,12,1�,14,1�

工事๏法,۫体的な改修಼༲
(建築士)

11,12,1�,14,16,
1�,18,1�,20,21

10

実行Ն೵性(建築士) 12,1�,14 �

福祉༽۫の࢘༽体ݩ(බӅお
よびࢤのϨύϑϨτーεϥ
ンの専門家,ίアϜϋー
ζϡー等)

12,1�,21 �

ຌ人ཱི会いの下で設ඍの৆
ఈ݀ࡋ

12 1

設ඍの༹࢕を֮೟(建築士) 1� 1

設計 (建築士)
11,12,1�,14,16,
1�,18,1�,20,21

施工業者ઈ
໎会

(建築士) 12,16,21

工事
11,12,1�,14,16,
1�,18,1�,20,21

඲Ճ (NPOのϨύϑϨτーεϥン
の専門家等)

11,12,1�,14,16,
1�,18,1�,20,21

検討,಼༲の
݀ఈ

Ԉ΄݇
਼

1�

10

10

5

相談 11

10

�

10

10

動作֮೟等 5

 

 

┦ㄯをこの専門家が担っている.ᑦ,஦౛ 15 は建築士と

⑓院の PT が現ᆅ調査を行ったᚋ,建築士と⑓院の PT,リ

ハビリテーションドࢱࢡー立会いのୗでධᾎについてື
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స☜ㄆ,改修ෆᐜの検討,Ỵᐃ,設計,工஦,ホ౯といった

工程であった. 

 ここで,「┦ㄯ」「改修ࢥンセプࢺのస成」「現ᆅ調査」

「アセス࣓ンࢺ」「検討,ෆᐜのỴᐃ」「ືస☜ㄆ等」「設

計」「工஦」「ホ౯」の㡰に工程が進む஦౛として஦౛

17(⾲ 8,⾲ 9)をྲྀりୖࡆる.要支援 1の対象者(⏨ᛶ 83

ṓ)とጔの2人ୡᖏのᮌ造ᣢ家の改修であり,大ᮾᕷの PT

が福医建研究会による現ᆅ調査௨๓に対象者本人と㠃ㄯ

を行うことからጞまる.㠃ㄯにてᢕᥱしたෆᐜとࢥンセ

プࢺを建築士にఏえ,現ᆅ調査にて建築士およびᕷの PT

が対象者およびその家族と☜ㄆをྲྀりながら,ල体的な

改修ෆᐜをỴᐃしていく.ྠ᫬に NPOの OTによりアセス

࣓ンࢺを行う.また,ここでは建築士がࣘニࣂࢺࢵス࣓ー

࢝ーにゼ問しその仕ᵝを☜ㄆしている.このようにᚲ要

にᛂじてシ࣑ࣗࣞーションによるືస☜ㄆや福祉⏝ල等

設ഛの☜ㄆを行う.そのᚋ,設計を行い,施工⟶⌮に関わ

る.᏶஢検査(ホ౯)をもって⤊஢となる. 

 

⾲ 8 ⚟་ᘓ研究఍による改修஦౛(஦౛ 17) 

専門家 ඍߡ

相談 ຌ人と໚談 のP7ࢤ
$'/等の೼Ѵ
αンセϕφ検討

のO7ࢤ

໚談でಚた৚ๅをخにαン
セϕφを作੔.
ͨのޛ,ຌ人の$'/,およびα
ンセϕφを建築士にεΥア

NPOのO7

動作֮೟
等

Ϥωρφバス
メーカーを๜
問

建築士 バϨアϓϨー༹࢕を֮೟

建築士
৏ىをಁま͓て改修಼༲の
৆ࡋ検討・݀ఈとϕラン作
੔
घすりのҒ஖等について動
作֮೟の下で設஖

NPOのO7

ଲে者・࠼と֮೟を取りな
がら,۫体的に改修಼༲を݀
ఈ

設計

工事

඲Ճ

工程

改修αンセϕφの作੔

地௒ࠬݳ

アセスメンφ
検討・಼༲の݀ఈ

建築士
のP7ࢤ

 

 

 ここでは PT がస成したࢥンセプࢺに対し,建築家が 2

階࣍ーࣝのᗋ高さの変᭦や,⋞関࡬の段ᕪゎᾘ機設⨨の

可能ᛶ,ᑗ᮶の介護にඛ立ってᐷᐊをὒᐊにすることな

どがᥦ案されたが,それࡒれ予⟬や身体≧ἣ,本人のᕼᮃ

によりᐇ現していない.よって改修ෆᐜはᴫࡡ PTのస成

したࢥンセプࢺの㏻りとなったが,多職種が関与するこ

とで,対象者がྲྀれる改修ෆᐜの㑅ᢥ⫥がቑえることが

分かる. 

 ᑦ,ᇶ本的に NPO ἲ人が行う改修プロセスにケアマネ

ージャーの関与はなく,介護保険制度の補助金⏦ㄳ等の

ためにึ回ゼ問にྠᖍする程度であったが(஦౛ 13, 

17,18,19,21),⛥にケアマネージャーからアド࢖ࣂスを

適ᐅཷけていた஦౛もᏑ在した(஦౛ 20). 

 

⾲ 9஦౛ 17に࠾ける改修ෆᐜのᴫせと࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ 

৖所 ಼༲
৺࣪ ϙーϩとのஊࠫմভ
ส所 1֌ϙーϩとのஊࠫմভ,2֌ஊࠫܲݰ

ཌྷ࣪
घすりの設஖,Ϥωρφバス化,ஊࠫմভ,また͙
߶さのఁいཌྷ૩のรߍ

જ໚・୦ҧ࣪ ஊࠫմভ,൸をӀ͘ރにรߍ

ৱಌ・ୈ所 ࿪࣪とのஊࠫմভ

࿕下 ࿪࣪とのஊࠫմভ,2֌ϙーϩ΃のघすりの設஖

֌ஊ घすりの設஖
関ݲ घすりの設஖,ஊࠫմভ
関から઴໚ಕ࿑まݲ
でのアϕϫーο

घすりの設஖

ͨのଠ ঴Φϋ改修工事જ໚ୈの取଺͓

地௒ࠬ(ॵ回)ݳ +22.12.�
設計 +22.12.0��+2�.02.08
工事 +2�.02.0��+2�.02.22
඲Ճ +2�.02຦

スίζϣーϩ

改修಼༲

 

 

4.2. ᑓ㛛ᐙの㛵୚ 

 文献調査による,改修に関与した専門家の役割のෆヂ

を⾲ 10 に♧す.ここでは≉に建築士とリハビリテーシ

ョンの専門家について,役割について明グされている஦

᯶と,工程の୰にグ㏙されている஦᯶を合わせたもので

ある. 

 建築士とリハビリテーションの専門家はともに,対象

者の各種≧ἣᢕᥱ,および,改修ෆᐜの検討に関わってい

ることが分かる.設計に関しては建築士にጤࡡられるこ

とも☜ㄆできる. 

4.3. ィ⏬に㛵するㄢ㢟 

 福医建研究会࡬のࣄアリンࢢ調査によって,改修の┦

ㄯにあたっては対象者の現在の生活ᵝᘧの⥔ᣢをᛕ㢌に,

対象者の生活の㉁のྥୖに着目していることが分かった.

また,対象者本人の生活ニーズは࿘ᅖの人ࠎによるᙳ㡪

によってṍࢇでしまい,改修に཯ᫎされないことがしば

しばⓎ生し,ㄝ得やᥦ案によって回㑊していることが明

らかになった.この࿘ᅖの人ࠎによるᙳ㡪は 4種㢮に体 
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⾲ 10改修に࠾けるᑓ㛛ᐙの㛵୚ 

事ྭ
൬ߺ

職種 関与

建築士 住宅ڧ؂・相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討,ϕラン作੔,඲Ճ
O7 居住ڧ؂,身体য়ڱ,相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討
建築士 住宅ڧ؂・相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討,ϕラン作੔
O7 居住ڧ؂,身体য়ڱ,相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討,動作֮

೟
建築士 改修಼༲の֮೟,改修֮೟ॽの作੔,設計,監理
O7 改修ࣖࢨॽの作੔,改修಼༲の֮೟
建築士 ϕラン作੔,改修಼༲の֮೟
P7 身体য়ڱの೼Ѵ,改修ࣖࢨॽの作੔,改修֮೟,඲Ճ
建築士 ϕラン作੔,改修಼༲の֮೟
P7 身体য়ڱの೼Ѵ,改修ࣖࢨॽの作੔,改修֮೟,඲Ճ
建築士 住宅ڧ؂・相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討,ϕラン作੔
O7 居住ڧ؂,身体য়ڱ,相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討,動作֮

೟
建築士 住宅ڧ؂・相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討,ϕラン作੔
O7 居住ڧ؂,身体য়ڱ,相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討,動作֮

೟
建築士 住宅ڧ؂・相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討,ϕラン作੔
O7 居住ڧ؂,身体য়ڱ,相談಼༲の೼Ѵ,改修αンセϕφの検討,動作֮

೟
建築士 設計・監理,住宅ڧ؂等の೼Ѵ,改修಼༲の検討,動作֮೟
ϨύϑϨτーεϥン
センターの建築士

設計に関する助ݶ,住宅ڧ؂等の೼Ѵ,改修಼༲の検討,動作֮೟

ϨύϑϨτーεϥン
センターのP7

સൢに関する助ݶ,住宅ڧ؂等の೼Ѵ,改修಼༲の検討,動作֮೟

建築士 設計・監理,ݳ地௒ࠬ,設ඍの࢘༽体ݩ,චགྷなスϘースの֮೟等
ϨύϑϨτーεϥン
センターの建築士

設計に関する助ݳ,ݶ地௒ࠬ,

ϨύϑϨτーεϥン
センターのP7

સൢに関する助ݶ,設ඍの࢘༽体ݩ,

建築士 改修಼༲,工事๏法の検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
のP7ࢤ 相談,身体য়ڱの֮೟,改修αンセϕφの検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
NPOのO7 アセスメンφ,඲Ճ
建築士 改修಼༲,工事๏法の検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
のP7ࢤ 相談,身体য়ڱの֮೟,改修αンセϕφの検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ,

ୂӅ઴カンϓΟϪンスに参加,アセスメンφ,福祉༽۫の࢘༽体ݩ
NPOのO7 アセスメンφ,඲Ճ
建築士 改修಼༲,工事๏法の検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
のP7ࢤ 相談,身体য়ڱの֮೟,改修αンセϕφの検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ,

アセスメンφ,福祉༽۫の࢘༽体ݩ
NPOのO7 アセスメンφ,඲Ճ
建築士 改修಼༲,工事๏法の検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
のO7ࢤ 相談,身体য়ڱの֮೟,改修αンセϕφの検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
NPOのO7 アセスメンφ,඲Ճ
建築士 アセスメンφ,གྷ๮の֮೟,ݳ地௒ࠬ,設計,改修の֮೟,඲Ճ,動作֮೟

බӅのϨύϑϨτー
εϥンドέター

アセスメンφ,改修の֮೟,඲Ճ,動作֮೟

බӅのP7 アセスメンφ,改修の֮೟,඲Ճ,動作֮೟
建築士 改修֮೟ॽ作੔,改修಼༲,工事๏法の検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
のP7ࢤ 改修ࣖࢨॽ作੔,アセスメンφ,相談,身体য়ڱの֮೟,改修αンセϕ

φの検討,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ,
建築士 改修Ҍの検討・作੔,ϕラン作੔,関連ॽ類作੔,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼

Ѵ,設ඍの༹֮࢕೟
のP7ࢤ 身体য়֮ڱ೟,アセスメンφන作੔,改修αンセϕφの検討,相談,住

宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
NPOのO7 アセスメンφ,඲Ճ
建築士 改修Ҍの検討・作੔,༹࢕ॽ作੔,ϕラン作੔,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ,

のP7ࢤ 身体য়֮ڱ೟,アセスメンφන作੔,改修αンセϕφの検討,相談,住
宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ

建築士 改修Ҍの検討・作੔,༹࢕ॽ作੔,ϕラン作੔,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ,

のP7ࢤ 身体য়֮ڱ೟,改修αンセϕφの検討,相談,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
NPOのP7 ඲Ճ
建築士 改修Ҍの検討・作੔,༹࢕ॽ作੔,ϕラン作੔,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ,

のP7ࢤ 身体য়֮ڱ೟,改修αンセϕφの検討,相談,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
建築士 改修಼༲,工事๏法の検討,ϕラン作੔,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ,
のP7ࢤ 相談,改修αンセϕφの検討,身体য়֮ڱ೟,住宅ڧ؂,གྷ๮の೼Ѵ
建築士 ϕラン作੔
P7 身体য়ڱの೼Ѵ,๜問相談・助ݶ,඲Ճ
建築士 ϕラン作੔,ݳ地௒ࠬ,ϐアϨンή,ى࿧
P7 ๏法の検討・助ݳ,ݶ地௒ࠬ,ϐアϨンή,ى࿧
建築士 ϕラン作੔,ݳ地௒ࠬ,ϐアϨンή,ى࿧
P7 ๏法の検討・助ݳ,ݶ地௒ࠬ,ϐアϨンή,ى࿧
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分された(⾲ 11).ここで,ྂい住文化をᣢつྠ居家族等

とは対象者本人の家族等で,改修に対しពぢを㏙࡭る立

ሙにある人を指す.対象者本人の生活要求に合わせた改

修をᥦ案しても,ᙼらのពぢによってᐇ行をጉࡆられる

ことがあり,౛えば,⋞関にᡭすりを設⨨することを計画

した際に,家族が「⋞関にᡭすりなࢇてみっともない」と

ពぢしたことから改修に⮳らなかった. 

 さらに,改修ᚋに生じるニーズは,ぶに「ぶษ」なᏊ౪,

およびケアマネージャーによって,本人の生活要求とは

␗なる改修項目と結果となることがཎᅉであった.≉に,

ケアマネージャーのሙ合では,マニࣗアࣝ㏻りの改修案

を᥇⏝してしまうために本人のニーズや身体≧ἣに適さ

ず,౑いにくいものになってしまうことが分かった. 

 

⾲ 11ᑐ㇟者ᮏேの⏕άせồが改修に཯ᫎ࠸࡞ࢀࡉே的せᅉ 

種類 原Ҿ
い住ช化を࣍つಋ居ݻ
家ଔ等

こͫわり(׵स,介護؏)がکく,改修஄体等の఑Ҍを
ण͜೘れない.

਎に「਎઀」なڛࢢ
「਎にこ͑あってほしい」を実行しよ͑とする.ଲ
ে者ຌ人はࢢの਎઀を分かってஇれない.

施工業者
ཤӻ௧ٽおよび,制度಼でྒྷ࠹(介護保ݧ制度での
補助ݸ度ֻ�20ຬԃを࢘い઀る)とࢧわれる工事を
行͑.

ίアϜϋーζϡー(क
಍者の৖߻)

Ϝωϣアϩにࡎっている๏法や設ඍの種類しかஎ
らない.મ୔ࢸにݸりがある.

 

 

5. ⪃ᐹ 

5.1. 改修୺యの❧ሙと改修の⪃࠼᪉ 

 まず,ୖグ 2つの NPOἲ人では,改修主体としての立ሙ

のྲྀり方,および改修に際しての問題のとらえ方が␗な

っていた.୍方では対象者本人の現在の生活に着目し,そ

れを๓ᥦとして高齢者の要求をᤊえるᅋ体(福医建研究

会),௚方,介護環境の⥅⥆を重視し介護者のពぢを大き

くとるᅋ体(まち・すまい࡙くり)といった㐪いがみられ

た.๓者では,対象者本人の生活要求が,࿘ᅖのᙳ㡪によ

ってṍࢇでしまったり,要求として現れないまま改修に

཯ᫎされなかったりすることを回㑊しようとしている.

現在の生活について細かく⪺き出すことで,⑓Ẽや㞀ᐖ

けでなく,対象者の改修ᚋの生活ീࡔの≀⌮的な対ᛂ࡬

の࣓࢖ージを改修にྲྀりධれる工ኵをㅮじている. 

 また,まち・すまい࡙くりでは,対象者本人が⑓Ẽや㞀

ᐖをᢪえながらも在宅にて生活を⥆けられるように,介

護/介助環境をᩚえ,対象者が適ษなケアがཷけられるこ

とを改修のព⩏としていた.す野࡯か(2007)7)は,住宅改
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修による対象者の⢭神的負担軽減はࠊ自分自身の「出᮶

ない஦」に対するスࣞࢺスの軽減効果と,介助者の負担を

考៖することにより生じるスࣞࢺスの軽減効果に分㢮さ

れるとしている.よって,ᚋ者のព࿡において対象者の⢭

神的負担軽減につながる.また,ᙜヱ NPO ἲ人では,改修

ᚋの࢛ࣇローアࢵプとして社会システ࣒をṇしく౑える

ように指導を行う等していた. 

 ௨ୖより,どちらも対象者の生活の㉁ྥୖにᐤ与して

いる. 

5.2. 改修の工程とᑓ㛛ᐙの㛵୚ 

 専門家の関与について,リハビリテーションの専門家

と建築士がともに対象者本人とその家族と㠃ㄯしながら

進めるが,ᅋ体によって┦㐪がみられた. 

 ᅗ 2に♧すように,まち・すまい࡙くりでは,現ᆅ調査

によって住宅環境,要ᮃ,居住環境,身体≧ἣのᢕᥱを行

ったᚋに,建築士によって改修案がస成される.これをᇶ

に PT が身体≧ἣの視点から検討をຍえることで改修ෆ

ᐜがỴᐃする.また,ᚲ要にᛂじてࢧービス等の⤂介を含

む࢛ࣇローアࢵプをᐇ施する.୍方で,福医建研究会にお

いては,現ᆅ調査の௨๓にᕷのリハビリテーションの専

門家が┦ㄯ,ࢥンセプࢺの検討を㛤ጞしており,現ᆅ調査

によって住宅環境を☜ㄆする.この᫬,NPO からリハビリ

テーションの専門家のཧຍがあるሙ合はその専門家がア

セス࣓ンࢺを行う.工஦方ἲ,ල体的なෆᐜの検討を⤒て,

改修ෆᐜが☜ᐃするが,ᚲ要にᛂじてືస☜ㄆ等の工程

がຍわる. 

 それࡒれの専門家の協働により,対象者の身体≧ἣと

住宅の≀⌮的環境に対してヲ細な対ᛂがྲྀられているこ

とが分かった.౛えば,まち・すまい࡙くりでは,建築家が

㑅ᢥしたὙ㠃設ഛに対して,PT が対象者の身体≧ἣにᇶ

࡙いてูの種㢮を᥇⏝するようにアド࢖ࣂスしたため計

画を変᭦するなどしていた. 

 また,どちらの NPOἲ人でも,住宅改修㈝の⏦ㄳ᭩㢮の

స成௨እに,高齢者の担ᙜケアマネージャーはṤど改修

に関わらないようである.ඣ⋢࡯か(2009)11)は,ྡྂᒇᕷ

の஦業をྲྀりୖࡆ,බ的機関にᡤᒓするゼ問┦ㄯဨにつ

いてᢅっている.ここでもケアマネージャーがゼ問┦ㄯ

にྠᖍしない割合は 8割程度であった.このことから,対

象者のケアプࣛンをస成する等,介護/介助環境を⇍▱し

ていなくても,㠃ㄯによって≧ἣをᢕᥱでき,多職種連携

による改修では,ケアの専門家がその☜からしさを担保

する役割を担っていることが分かる. 

 ここで工程に関して,福医建研究会ではึめに「┦ㄯ」

においてリハビリテーションの専門家が本人に対し要ᮃ

⫈ྲྀを行い,そのᚋ「現ᆅ調査」にて家族等を含めて要ᮃ

の☜ㄆを行っている.୍方,まち・すまい࡙くりでは「現

ᆅ調査」にて本人,家族ともに要ᮃ⫈ྲྀを行う.よって,家

族に対する要ᮃ⫈ྲྀを行う࣑࢖ࢱンࢢが本人のᚋ,ある

いはྠ᫬となり,ᅋ体ࡈとに␗なることが分かる.このこ

とから,福医建研究会では本人の生活に重点を⨨いてい

るために,まず,身体≧ἣのᢕᥱについてヲしいリハビリ

テーションの専門家が本人に対して要ᮃ⫈ྲྀを行い,୍

方で介護環境に重点を⨨くまち・すまい࡙くりでは,住宅

環境にヲしい建築士が୰ᚰとなって本人とྠ᫬に家族

(介護者)࡬の⫈ྲྀをᐇ施しているのではないかと考えら

れる. 

5.3. ஦౛にᛂ࡞ู≉ࡓࡌᑐᛂ 

 対象者の⑓Ẽや㞀ᐖの種㢮や程度,住宅の≀⌮的環境

ᅗ 2 改修の工程࣭ࣔࡕࡲ :ୖ)ࣝࢹす࠸ࡲづࡾࡃ, ୗ:⚟་ᘓ研究఍ 
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など,≧ἣはᵝࠎである.それࡒれのሙ合にᛂじて,ㄝ明

やㄝ得,変᭦等の対ᛂを行っている.ᒸ本(2009)12)は,ケ

アマネージャーの主導による住宅改修において,ケアマ

ネージャーが高齢者のよりⰋい生活を保㞀できるとุ᩿

したケアプࣛン(と,それにᇶ࡙く改修計画)であっても,

家族の⌮ゎが得られないときや,家族の౯್ほにᇶ࡙く

ケアプࣛンになってしまうሙ合,また,ケアマネージャー

がᚲ要と考えた住宅改修の㈝⏝負担と家族の㈝⏝負担の

考えに㣗い㐪いがあるሙ合において,そのᐇ行にᅔ㞴が

生じるとሗ࿌している.୍方で,多職種連携によってᥦ案

が行われるሙ合,஦౛ 17のように」数の視点から」数の

㑅ᢥ⫥を与えることが可能であり,対象者が㑅ࡪことが

できる.たとえㅖ᮲௳により合ព,ᐇ現に⮳らなかったと

しても,ูゎをྲྀることができる.また,予⟬等の制限が

あるሙ合においても,制限の⠊ᅖෆでとれる㑅ᢥ⫥を専

門家の▱ぢによって適ᙜに㑅ࡪことができると考えられ

る. 

6. ⤖ㄽ 

 本研究では,2つの NPOἲ人࡬のࣄアリンࢢ調査と文献

調査による過ཤの஦౛の分ᯒを行った.その結果,まず

1)NPO ἲ人ࡈとに改修主体としての立ሙと改修のᤊえ方

に㐪いがみられた.また,2)改修に関わる専門家の役割に

も㐪いがあったが,どちらも専門家ྠ士で協ྠすること

で対象者に合わせた改修を㐩成していた.この᫬,そのṤ

どでケアマネージャーの関与はなく,代わってケアの専

門家が対象者の介護/介助環境をᢕᥱしているようであ

った.3)஦౛にᛂじて細かな対ᛂをᙉいられるሙ合,多ᵝ

な専門家のᏑ在によって,㑅ᢥ⫥がቑえ,それによって対

象者に㑅ᢥのవᆅを与え,また,合ព,ᐇ現に⮳らないと

きであっても」数の案からᐇ現可能ᛶを᥈ることができ

る. 

7. ௒ᚋのㄢ㢟 

 本研究では NPOἲ人が行う多職種連携による改修の大

まかなὶれを☜ㄆできた.しかしながら,各工程を行う⌮

⏤や,その㡰ᗎ,対象者との関わり方などのヲ細,および

それらが対象者が求めた生活環境のᐇ現にどのようにᐤ

与し,また,どのような変化が生じたのかまでは分からな

かった.さらに,改修主体が㐪うと改修の工程が␗なって

いたことから,対象者が求めた生活環境のᐇ現につい

て,1)≉にゼ問や㠃ㄯを主として行う専門家の⿢㔞が,対

象者とその家族のព思Ỵᐃに大きなᙳ㡪を与える,2)各

工程の๓ᚋ関ಀによって改修ෆᐜに変᭦を生じるなどの

変化が㉳こると予᝿される. 

 ௒ᚋはさらに改修の工程をヲ細にグ㏙するため,ࣄア

リンࢢ調査をᐇ施する.さらに改修の工程が,対象者が求

めた生活環境のᐇ現に与えるᙳ㡪について,対象者の

well-beingྥୖのほ点から分ᯒをຍえていく. 

ㅰ㎡ 

本研究の㐙行にあたり,ࣄアリンࢢ調査にࡈ協ຊいたࡔきました NPOἲ

人福祉医療建築の連携による住居改善研究会㤿ሙᫀᏊẶ,NPOἲ人ま

ち・すまい࡙くり➉ᮧః㑻Ặ,新川ඞᕫẶにᚰよりឤㅰいたします. 
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